
/

兵庫県生活創造大学 西播磨男女共同参圃セミナー(6) 力を抜いて生きようよ l

トサ1轟 シップ
～女はもっ|と経済力を、男は:もつ―と生活力を■

これから ノヾ ―

,フ リー ラ イ タ ー  吉=田 清 彦
2005年 9月 17日 (土 )
於 1:兵 庫 県立西播磨 文.化会 館

1、「女と男の新時代J―「男女共同参画社会Jの幕開け

(1)男女共同参画社会基本法のtllttT新 しい時代の始まり

↑

(2)SAMのポスターー「性別役割分業社会Jよ 、さようなら

↑

(3)厚生省によ、る「3歳児神話」蒔否定―「3歳まではお母さんがJって、ほんと?

↑

(4)男女雇用機会的等法の告J定――女も男も働く時代

↑

(5)ジェンダー (*)に敏感な視点を一あなたのジェンダーチェック

2、「男女共同参画社会Jを促す社会的背景

(1)女たちの反乱①一俄囃卜 少子化による出生率の低下

(2)少子・高齢社会による社会制度 (経済、及び、年金飾1度・社会保障飾1度 )

行き詰まり (※第 3号被保険者制度)

(3)女たちの反乱②―熱年離婚の増カロ

(4)男たちの悲鳴一過労死・自殺する男性の急増

(5)変革へのキーワードは、①「男らしさJ「女らしさ」から「自分なしさJへ |

⑫男はもっと生活力を、女はもつと経済力を !

男性は→「会社人間Jから「壺活人間Jに !

女性は⇒経済的な自立を 1

の男女ともに「仕事と家庭の両立Jができる働き方を

機数世代が生きやすい社会の形成を
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3、 男はもつと生活力を、女はもっと経済力を !

(1)男性の生活自立度チ三■ク  ・   ‐      1    
‐

(2)人生80年時代の夫婦のあり方一共依存関係から自立・信頼の関係ヘ

・80年代は女の時代 (女が元気印の時代)

→取り残される男たち
′
→ (00年代は)メ ンズリブ

・家事のできない男は早死に? ⇒「家事としての男の料理教室Jの人気上昇
。 (男を変えるには)「 30ま でと愛のあるうち」 ?

(3)男はもつと生活力を

・仕事 (会社)以外の生きがいをもつ
会社人間・仕事人間から、自分・家庭・社会の 3つの顔を持つた人に

・ 「人間関係欲望」 (見 られる、期待される、必要とされる、評価される、ということ)

※定年退職者の社会参加の 6つの分野 (住友生命総合研究所)

①趣味・スポーツ活動②学習・研究活動③地域活動

④市民運動⑤社会奉仕活動⑥老人クラブ

※定年からでは遅すぎる (※ 2007年 Fm5題 )

価値観を転換し、かつ、
コミュニケーション能力を身につける訓練 (助走)期間が必要

「高速道路」から「地道」
「
脇道Jへの転換

(4)女はもつと経済力を

・子どもがいても働き続けられる社会 (企業、地域、家庭)を
・女性が働き続けられる社会のほうが、出生率が高いし、「競争力」がある
。起業・企業組合・NPO
・農山漁村における男女共同参画の確立/「家族経営協定Jや企業組合 (「道の駅Jな ど)

(5)社会的な仕組みを変える⇔働き方を変える
。ワーク・ライア・バランス

・ワークシェアリング

・夫婦で「1.5働きJのすすめ (オランダモデル)
→女も男も、仕事と家庭の両立できる社会を

・短時間勤務労働/同一労働同一賃金制
・次世代法
・ダイバーシティ(多様性)
・CSR(企業の社会的責任)
・ SRI(社 会的責任投資)(三菱信託銀行の「ファミリー・フレンドリー投信Jな ど)
・ PPP(官 と民の協働)

(6)20代～40代はすでに変わり始めている

「均等法世代/カ ップルJの登場

(7)「年齢51jク ォータ制Jのすすめ

・ 「世代対立・抗争Jか ら「世代継承・協力Jに よる「世代交代Jヘ
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「
日
本
は
結
婚
や
子
育
て
に

『
夢
』
を
持
て
な
い
社
会
」
１

１
。
厚
生
省
は
十
二
日
、

一
向

に
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
少
子

化
を
初
め
て
特
集
し
た
九
八
年

襲

攀

韓
】

電

電

貯
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乳
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証

難

郡
織
群
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鶴

銀

聾

曇

れ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
　
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検
討
し
　
①
必
要
な
時
に
便
利
な
場
所
で
　
出
生
率
）
は
、
九
七
年
に
過
書
　
を
‐優
先
”
る
習
襲
に
な
つ
て
い

る
。　
　
　
　
　
一　
　
　
．
　

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
を
受
け
ら
れ

闇
目
田
日
曰

「妻
に
負
担
」Ｉ
本
機

今
年
の
自
書
の
テ
ー
マ
は

　

自
書
に
よ
る
と
、
結
婚
し
て
　
充
実
②
子
供
が
病
気
の
時
な
ど
　
　
自
書
は
一
少
子
僣
』
歯
止
め
　
め
に
退
社
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

全
体
の
三
分
の
二
を
割
い
て
、
　

■

一
一
人
と
開
き
が
あ
る
。
　
　
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改‐
義
癬
理
が
〓
方
で

「実‐制
ぎ
　
る
。

″　

１

一
共
同
参
加
―
―
な
ど
を
あ
げ
て

い
る
。
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男女共同参画社会をうながす社会経済的な背景 :,

60年代
～80年

～阜

.高
度成長社会

人口増加社会
性男1役割分業社会

専業主婦優遇措置

男は外でが働き、

妻は家で家事・育児

男の働き過ぎ、

自殺者の急増

20代～40代 |ますでに

変わり|まじめている

(均等法世代)次世代が生きやすい社会の形成を

世代対立・抗争から

(世代協力・継承による)世代交代ヘ
性311役割夫婦は
もはや少数派 ? 02005吉田清彦
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子
供
が
三
歳
に
な
る
ま
で
は
母
親
が
そ
ば
に
い
な
い
と
、
将
来
、
問
題
児
に
な
る
可
能
性
が

高
い
―
―
。
こ
ん
な

「二
歳
児
神
話
」
は
長
ら
く

・
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ト
を
中
心
に
親
を
悩
ま

せ
、
専
門
家
の
間
で
も
賛
否
両
論
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
誕
生
か
ら
思
春
期
ま
で
の
親
子
関
係

‐〓
を
追
跡
調
査
も
上
国
立
精
神

・
神
経
比
シ
‐夕
「
精
榊
繰
礎
研
筑
所
の
塚
族

Ｔ
地
域
研
究
室
長
、

管
原
ま
す
み
さ
ん
に
検
証
し
て
も
ら
っ
だ
∝
「
．
　

‐
　
　
一　
　
．′

菅原 ますみ

■
未
成
年
者
に
よ
る
瀾
悪
な
犯

罪
が
目
立
っ
よ
う
に
機
っ
た
昨

今
ヽ
事
件
が
起
き
る
な
び
に
加

一
‐害
者
…
…
０
養
育
状
況
．が
ｊ誠
彗
―こ…上

一る
ｏ

「
家
庭
は
共
働
き
で
…
」

・「
母
親
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
留
守

が
ち
で
…
」
と
い
つ
た
報
道
に

触
れ
た
り
す
る
と
多
く
の
ワ
ー

キ

ン
グ
マ
ザ
ー
は
内
心
、
穏
や

か
■
ド
ら
れ
な
い
。

一犯
罪
を
起
こ
す
ほ
ど
で
は
な

い
に
し
て
も
、
親
の
言
う
こ
と

を
聞
か
な
か
っ
た
り
、
学
校
で

問
題
を
起
こ
し
た
り
し
た
だ
け

・で

「私
が
働
い
て
い
た
の
が
い

け
な
い
の
？
」
と
、
つ
い
考
え

て
し
ま
う
「
そ
の
く
ら
い
世
の

中
の
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
に
対

す
る
三
歳
児
神
話
の
呪
縛

（じ

ら
ば
く
）
は
根
強
い
。

．

「
母
親
が
働
き
に
出
る
と
子

供
が
ゆ
が
む
」
と
い
う
社
会
的

通
説
は
日
本
に
限‐‐…
”
”
は
”
一

も
語
ら
れ
て
い
る
。
心
理
学
者

の
間
で
は
、
す
で
に

「
俗
説
」

と
し
て
決
着
が
付
い
て̈
い
る
の

だ
が
、
な
ぜ
か
消
え
去
ら
な
い
。

今
回
の
調
査
に
は
そ
ん
な
実
情

を
断
ち
切
る
よ
う
な
‥
‐
科
学
に
デ‐

卜
を
受
け
や
す
い
こ
と
も
関
連

す
る
だ
ろ
う
。
◆

　

◆

人
間
的
環
境
の
中
で
育
つ
必
要

が
あ
る
。
　
　
　
　
．

今
回
の
調
査
で
、一
子
供
が
幼

い
う
ち
か
ら
母
親
が
働
き
に
出

た
と
し
て
も
子
供
の
問
題
行
動

に
は
何
ら
相
関
関
係
が
な
り
こ

と
が
わ
か

っ
た
。
た
だ
誤
解
し

て
ほ
し
く
な
い
の
は

「
子
供
に

母
親
は
不
要
」
で
は
な
り
こ
と

だ
。
母
親
に
限
ら
ず
父
親
や
周

囲
の
大
人
た
ち
と
、　
‥日
常
的
な

愛
情
関
係
が
結
ば
れ
て
い
て
こ

そ
、
子
供
は
健
や
か
に
育
つ
の

だ
と
け
う
こ
と
は
忘
れ
て
ほ
し

く
な
い
。
就
労
の
是
非
で
は
な

く
、
こ
う
し
た
愛
情
関
係
の
形

成
を
保
障
す
る
親
の
働
き
方
に

つ
い
て
の
検
討
が
重
要
だ
と
思

わ
れ
る
。
　
　
　
　
一　

●

輔籍織い蹴鈍螂鶴ｒ縮期蹴一

０
　
　
い

―
夕
を
出
し
た
い
と
い
う
思
い

も
あ

つ
た
。
実̈
際
、
こ
の
種
の

　

「

三
歳
児
神
話
が
幻
想
に
過
ぎ
な

べ
た
く
て
ハ
妊
娠
間
も
な
い
と

，
い
と
わ
う
調
査
結
果
が
は

っ
き

き
に
研
究

へ
の
協
力
を
依
頼
し

一り
と
出
た
。
．　
　
　
　
　
　
　
た
人
た
ち
だ
。
ィ精
神
医
学
者
や

調
査
対
象
は
八
四
―
八
六
年

一心
理
学
者
ら
で
研
究
チ
ト
ム
を

，
慮
岬
購
制
導
印
“
働
』
櫛
蹴
蒙

・
剛
割
鈍
ｒ
秦
酬
陣
帥
議
を
ｉ
‐‐こ
睛
“

・　
期
間
に
わ
た
る
親
子
関
係
を
調

き
た
っ
今
回
新
た
に
子
供
が
十

四
歳
に
な
っ
た

と
き
の
家
族
や

子
供
の
様
子
を

一一
追
加
調
査
し
、

〓
一一母
親
の
就
労
と

一■
癌
探
っ
た
。

‐‐
…
■
子
供
に
問
題

．が
あ
る
か
ど
う

か
の
尺
度
に
は

「チ
ャ
イ
ル
ド

コ
・
一
ビ
ヘ
イ
ビ
ア

■
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
」

（百
十
三
項
目
）
と
呼

は
統
計
的
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

ば
れ
る
問
題
行
動
調
査
票
を
使

で
差
は
な
か

っ
た
。

っ
た
。
児
童
精
神
医
学
や
心
理

　

意
外
だ

っ
た
の
は
五
歳
児
ま

学
の
分
野
で
国
際
的
に
よ
く
使

．
で
で
は
、
む
し
ろ
母
親
が
働
い

わ
れ
そ
い
る
や
こ
の
う
ち
■
騒
一
て
い
る
子
供
の
方
が
問
題
傾
向

が
し
い
」

「
家
で
従
わ
な
い
」

が
低
か

っ
た
点
だ
。
こ
の
差
は

な
ど
二
十

一
項
目
に
つ
い
て
、
　

統
計
学
的
に
も
有
意
な
差
だ
。

■
い
つ
も
そ
う
」

含

一点
）
「時

つ
ま
り
子
供
が
小
さ
い
う
ち
は

々
」

（
一
点
）
Ｌ
全
く
な
い
」

一二
歳
児
神
話
と
は
逆
に
ソ
ー
キ

（
０
点
）
の
二
段
階
で
答
え
て

ン
グ
マ
ザ
Ｆ
の
子
供
の
方
が
間

も
ら
い
ハ
そ
の
総
合
点
で
子
供

題
が
少
な
い
と
幹
う
こ
と
だ
「

の
衝
動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
能
力
に

　

長
期
に
わ
た
る
家
族
の
追
跡

つ
い
て
判
断
し
た
。
最
近
の
言

調
査
は
諸
外
国
で
も
行
わ
れ
て

薬
で
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
点

い
る
。
そ
れ
ら
の
結
果
を
見
る

数
が
高
い
ほ
ど

「
キ
レ
る
」
傾

と
、
子
供
の
年
齢
に
い
か
わ
ら

向
が
強
く
、
時
と
し
て
攻
撃
的

・
反
社
会
的
行
動
を
起
こ
し
や

す
い
子
供
と
言
え
る
．

「　
　
◆
　
・
◆

¨
子
供
が
三
歳
に
な
る
ま
で
働

か
な
か

っ
た
ケ
ー
ス

（非
就
労

群
）
と
、
‐三
歳
に
な
る
前
に
職

場
復
帰
や
再
就
職
を
し
た
ケ
ー

ス

（就
労
群
）
の
二
つ
に
母
親

を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供

に
つ
い
て
問
題
行
動
調
査
票
で

算
出
し
た
点
数
の
平
均
を
比
べ

た
。
児
童
期
と
思
春
期

（八
歳
、

十
歳
、
十
四
歳
）
で
の
平
均
点

ず
、
母
親
の
就
労
の
有
無
と
予

供
の
問
題
行
動
は

一
切
関
係
が

な
い
。
五
歳
児
以
下
に
現
れ
た

こ
の
特
徴
は
日
本
独
自
の
も
の

だ
。
な
ぜ
こ
う
な
る
か
は
今
後

・・の
研
究
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

た
だ
個
人
的
な
見
解
で
は
、

幼
い
う
ち
か
ら
保
育
園
な
ど
に

入
り
、
保
育
士
ら
親
以
外
の
大

人
や
同
世
代
の
友
達
と
接
す
る

こ
と
で
感
情
を
コ
ン
ー、
ロ
ー
ル

・す
る
大
切
さ
を
早
期
に
学
ぶ
の

だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
問
題
を

起
こ
し
や
す
い
子
供
の
育
児
に

伴
う
母
親
の
ス
ト
レ
ス
と
い
う

点
で
も
、
密
室
に
い
る
事
業
主

婦
よ
リ
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

方
が
い
ろ
い
ろ
な
人
の
サ
ポ
ー

調追|
査跡 |

P161′トジ

3歳未満で
母親が就労

非就労
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「熟
年
離
婚
」

「定
年
離
婚
」
な
ど
婚
姻
期
間
が
長
い
夫
婦

の
離
婚
が
話
題
に
な
り
始
め
た
の
は
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
以

降
の
こ
と
。
そ
の
流
れ
は
今
も
続
い
て
い
る
が
、
中
で
も
結
婚

壼
活‐
が
一
ャ
颯
が
超
え
，
る
夫
婦
の
離
‥婚
が
詐
立
つ
。
主
導
権
を

握
る
の
は
女
性
た
ち
。

「人
生
の
幕
引
き
を
い
か
に
自
分
ら
し

く
迎
え
る
か
」
を
自
問
し
た
上
で
、
大
に

″逆

・
三
行
半

（み

ぐ
だ
り
は
ん
）
″
を
突
き
付
け
て
い
る
よ
う
だ
。

月
に
相
談
三
、
四
十
件

「自
分
が
母
親
で
あ
る
こ
と

も
合
め
て
、
ひ
と
ヶ
Ｏ
人
間
と

し
て
生
き
て
み
‐‐た、
‐
ド
で
す
」
―

―

‐。
都
内
で
事
務
賞
と
し
て
働

く
Ａ
子
さ
ん

（
５９
）
が
、
何
げ

な
く
帳
簿
の
裏
に
走
り
書
き
し

た
文
章
だ
。
彼
女
は
昨
年
、
三

十
二
年
間
連
れ
添

っ
た
会
社
員

帥
瞭
隔
副
置
社
肝
酔
疇
廟
一「
別

快
は
外
で
燻
感
む
め
な
サ
ラ

リ
ト
マ
ン
で
通
つで
い
た
が
、

一家
で
は
わ
が
ま‘ま
瞥
帰
宅
時
に

一食
事
の
用
意
が
で
き
て
い
な
い

と

「バ
カ
に
し
一一
け
る
の
か
」

と
な
じ
り
，
樹
嫌
が
悪
い
と
食

卓
を
ひ
ｉ
ぐ
り
返‥
す
こ
と
も
し

ば
し
ば
だ

澤
た
。

「夫
婦
生
活

の
一中
で
二
人
の
情
愛
は
は
ぐ
く

ま
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
」
と
Ａ

子
さ
ん
。
代
わ
り
に
愛
情
を
注

い
だ
二
人
の
子
ど
も
は
独
立
。

残
る
人
生
を
夫
と
二
人
で
暮
ら

す
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
暗
た

ん
た
る
思
い
を
抱
き
離
婚
に
踏

み
切

っ
た
。

ダ
イ
ヤ
ル

・
サ
ー
ビ
ス

（東

京
）
が
実
施
す
る

「働
く
人
と

家
族
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
テ
レ

ホ
ン
」
に
は
こ
こ
数
年
、
中
高

年
女
性
か
ら
の
離
婚
に
関
す
る

相
談
が
月
に
三
、
四
十
件
も
寄

せ
ら
れ
る
。

「義
父
母
二
人
を

み
と
り
、
私
の
仕
事
は
終
わ

っ

た
の
で
離
婚
し
た
い
」
と
話
す

七
十
代
女
性
や
、

「
へ
そ
く
り

も
あ
る
し
、
寮
母
さ
ん
や
住
み

込
み
で
働
け
る
よ
う
な
仕
事
を

見
つ
け
よ
う
と
思

っ
て
い
る
」

と
今
後
を
話

っ
た
五
十
代
後
半

の
女
性
も
い
た
と
い
う
。

最
後
を
充
実
さ
せ
た
い

九
八
年
の
人
口
動
態
統
計

（概
数
）
に
よ
る
と
、
昨
年

一

年
間
の
臨
婚
件
数
は
一
囀
四
万

三
千
百
三
件
と
過
去
最
高
。
同

居
期
間
が
二
十
年
を
超
え
る
、

い
わ
ゆ
る
熟
年
離
婚
の
件
数
も

夫
の
定
年
と
共
に
離
婚
に
至

る
定
年
離
婚
や
、
熟
年
離
婚
と

い
う
言
葉
が
話
題
に
な

っ
た
の

は
九
〇
年
代
に
入

っ
て
か
ら
。

当
時
の
中
心
は
結
婚
二
十
年
程

度
の
夫
婦
だ

っ
た
が
、そ
の
後
、

中
高
年
の
夫
婦
生
活
破
た
ん
が

世
間
に
認
識
さ
れ
て
い
く
う
ち

に
、
よ
り
婚
姻
期
間
の
長
い
夫

婦
に
も
波
及
し
て
い

っ
た
。
そ

の
多
く
の
ケ
ー
ス
で
別
れ
を
切

ル
ッ
ｒ
，

私
の
仕
事
は
も
う
終
わ
り
…

別れ告げるベテラン妻

〓
万
九
千
五
百

九
十
二
件
と
、

前
年
比

一
三

・

一
％
‐
増

加

し

た
。
中
で
も
同

居
期
間
が
三
十

１
三
十
五
年
で

は
五
千
百

，
五
十

五
件

（一則
年
比

二

〇

・
五

％

増
）
、
三
十
五

年
以
上
に
な
る

と
、
三
千
八
十

六
件

（同
二
六

・九
％
増
）
と
、

同
層
の
期
間
が

長
い
ほ
ど
増
加
ぶ
り
が
目
立

先
が
短
い
人
生
だ
か
ら
こ
そ
、
　
と
な

っ
た
ベ
テ
ラ
ン
夫
婦
の
破

つ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
後
を
よ
り
充
実
し
た
い
と
い

た
ん
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

う
思
い
が
強
い
」
と
、
離
婚
問

　

「夫
は
お
金
を
家
に
運
ん
で
く

題
に
詳
し
い
宙
岡
睦
子
弁
護

る
人
と
割
り
切

っ
て
い
る
妻
た

士
。
平
均
寿
命
が
延
び
、
子
ど

ち
は
多
い
。
今
後
の
経
済
力
や

も
が
独
立
し
た
後
の
夫
婦
二
人

生
活
の
保
障
が
見
込
め
な
い
と

で
過
ご
す
時
間
は
長
期
化
の

一　

見
切
れ
ば
、
別
れ
を
切
り
出
す

途
。
夫
と
二
人
き
り
で
向
き
合

の
は
当
然
」
。
ま
さ
に

「
金
の

・

っ
た
と
き
、
妻
は
こ
れ
か
ら
先

切
れ
目
は
縁
の
切
れ
目
」
と
い

の
人
生
を
大
の
世
識
だ
け
で
終

う
わ
け
だ
。

わ
ら
せ
て
い
い
の
か
と
い
う
不
　
　
「今
後
わ
こ
う
し
た
離
婚
は

安
感
や
焦
燥
感
を
強
く
抱
く
。
　

増
え
る
だ
ろ
う
」
と
専
門
家
は

り
出
す
の
は
妻
た
ち
だ
。

中
高
年
女
性
の
場
合
、
こ
れ

ま
で
離
婚
に
二
の
足
を
踏
ま
せ

て
き
た
の
は
経
済
的
な
問
題
。

長
い
間
、
扶
養
対
象
に
な

っ
て

い
た
女
性
は
、
者
後
の
生
活
保

障
は
貯
蓄
と
少
額
の
基
礎
年
金

し
か
な
い
。
慰
謝
料
を
合
め
た

財
産
分
与
が
あ

っ
た
と
し

て

も
、
大
名
義
の
貯
蓄
や
不
動
産

は
基
本
的
に
夫
の
所
有
財
産

，。

妻
に
対
す
る
分
与
基
準
は
明
確

に
定
ま

っ
て
お
ら
ず
、
多
く
が

資
産
形
成
に
お
け
る
妻
の
役
割

を
低
く
評
価
す
る
。

「そ
れ
で
も
、
高
齢
女
性
は

変
化
し
て
い
る
離
婚
観

中
高
年
の

「離
婚
観
」Ｔ
も
変
・

化
し
て
き
一
ぃ
る
。
一九ｆ‐ｉ
筆
に
，

総
理
府
が
実
施
し
た
一「
男
女
共
｝

同
参
画
社
会
に
阻
■
る
撫
論
謝
一

査
」
で
、
「結
肝
し
て‐‐も，‐性
■
一

に
満
足
で
き
，な
い
と
き
，は
離
婚

す
れ
ば
い
い
」と
い
う
意
見
を
、

五
十
歳
代
女
性
の
四
九
”九
％
、

六
十
歳
以
上
の
女
性
の
四

一
・

五
％
が
支
持
。前
回
の
調
査
（九

二
年
）
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ

一
一
・
八
ず
、
八

れ
八
習

の
増
加
と
、
同
世
代
男
性
の
回

答
に
比
べ
、
高
い
伸
び
を
示
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
昨
今
の
経
済
状
態

の
悪
さ
も
離
婚
増
を
促
す
。
相

談
機
関

「離
婚
の
学
校
」
を
主

宰
す
る
池
内
ひ
ろ
美
さ
ん
に
よ

れ
ば
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け

て
（
夫
の
リ
ス
ト
ラ
が
引
き
金

口
を
そ
ろ
え
る
。
大
正
大
学
の

望
月
嵩
教
授

（家
族
社
会
学
）

は
、

「
高
齢
の
世
代
に
当
た
り

前
の
よ
う
に
流
布
さ
れ
て
い
た

事
柄
に
対
し
、
夫
婦
間
で
見
解

一０「娩師臨堪婦＝いけ「てい一

れ
・ぐ
ら
い
の
暴
言
↓暴
力
は
ど

つのは―夫‐婦韓師鋤“に障け織“一

・意
識
や
、
家
事
な
ど
ア
ン
ペ
イ

ド
ワ
■
ク

（
無
償
労
働
）
は
妻

が
専
門
的
に
す
る
仕
事
と
い

っ

た
考
え
の
見
直
し
な
ど
が
進
展

す
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
だ
。

そ
し
て
何
よ
り
も
団
塊
の
世

代
た
ち
が
、
や
が
で
結
婚
生
活

三
十
年
を
迎
え
る
よ
う
に
な

る
。
よ
り
自
由
な
結
婚
観
と
自

立
志
向
を
持

っ
た
要
や
夫
を
抱

え
る
こ
の
世
代
が
、
離
婚
の
増

加
に
拍
車
を
掛
け
る
可
能
性
は

一働
い
っ

30年は結婚の満
'期
?
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「　
　
も
　
　
　
　
を
」

調
査
は
１０
月‥
３．
日
、
１１
月

”出
産
し
て
も
女
性
は
勤
め
を
や
め
る
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
人
が
男
女
と
も
５
割
を
超
え

る
こ
と
が
、
少
子
化
に
関
す
る
朝
日
新
聞
社
の

全
国
世
論
調
査

（面
接
）
で
分
か
っ
た
。
い
っ

た
ん
退
職
し
た
場
合
で
も
、
再
び
勤
め
た
方
が

い
い
と
思
う
人
が
４
割
近
く
お
り
、
女
性
に
働

き
続
け
る
よ
う
求
め
る
、意
見
は
多
数
を
占
め

た
。
た
だ
、
夫
が
育
児
で
仕
事
を
体
む
べ
き
だ

と
い
う
人
は
２
割
台
に
と
ど
ま
り
、
男
性
が
育

児
体
職
を
と
る
の
は
困
難
と
の
見
方
も
８
割
を

超
え
る
。
女
性
に
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
迫

る
構
図
が
く
っ
き
り
だ
。
　

（２‐
面
に
特
集
）

う
か
」
と，
聞
く
と
い

「体
む

１
日
の
両
日
ｖ
全
国
０
有
権
一べ
き
だ
」
は
２４
‰
で
「そ
う

者
を
対
象
に
実
施
し
た
。　
　
一
は
思
わ
な
い
」
の
６８
％
に
及

「女
性
も
ど
ん
ど
ん
外
で

一
ば
な
い
。

「体
む
べ
き
だ
」

働
く
べ
き
だ
と
思
う
か
」
と

一
１９
％
ヽ

「
そ
う
は
思
わ
な

質
問
し
た
と
こ
ろ
、
「思
う
」
一
い
」
７４
％
だ
つ
た
９．
年
と
同

が
７７
％
。
女
性
の
社
会
進
出

一
傾
向
だ
。
育
児
に
お
け
る
男

を
歓
迎
す
る
向
き
は
強
い
。　
一
ま
の
役
割
意
識
は
大

‐
き
く
は

出
産
と
仕
事
と
の
関
係
で

一
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

は
、
「産
体
や
育
児
体
暇
を
と

一
　

「男
性
が
育
児
体
業
制
度

っ
て

勤ヽ
め
は
や
め
な
い
」が

一
で
休
み
を
と
る
の
は
難
し
い

要
に
出
産
後
も
仕
事
を
続
け
て
ほ
し
い
と

考
え
る

「共
働
き
派
」
の
男
性
が
こ
の
１０
年

間
で
２
倍
近
く
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
、
政

府
が
１１
日
に
閣
議
決
定
し
た
襲
年
版
の

「男

女
共
同
参
画
自
書
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

内
閣
府
は
そ
の
背
景
と
し
て
、
リ
ス
ト
ラ
や

賃
金
カ
ッ
ト
に
よ
り
男
性
１
人
で
は
家
計
を

支
え
き
れ
な
く
な
る
と
の
危
機
感
が
強
ま
っ

た
と
分
析
し
て
い
る
。

女
性
が
仕
事
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
男
性

の
意
識
を
調
べ
た
内
閣
府
の
０２
年
の
調
査
に

よ
る
と
、

「子
ど
も‐が
で
き
で
も
ず
つ
と
職

０４
年
の
男
女
共
同
参
画
自
書

業
を
続
け
る
「
ど
答
え
た
Ｌ
共
働
き
派
」
は

３７
ｏ
２
％
で
い
”
年
の
１９
ｏ
い
％
か
ら
ほ
ぼ

倍
増
。

「子
ど
も
が
で
き
た
ら
職
業
を
や

め
、
大

‥き
く
な
っ
た
ら
再
び
戦
業
を
持‐
つ
方

が
よ
い
」
ど
考
え
る
人
の
秘
・
３
一％
を
初
め

て
上
回
，
だ
。
　
‐‐

男
性
の
所
得
の
前
年
比
増
減
を
見
る
と
、

プ
ラ
ス
‐‐
‥，５
一
２
％
だ
っ
た
バ
ブ
ル
期
の
９０
年

以
降
は
減
少
が
続
き
、
０２
年
ど
０３
年
は
そ
れ

ぞ
れ
１

一
３
％
、
０

●
２
％
の
マ
イ
ナ
ス
だ

っ
た
。
完
全
失
業
率
も
上
昇
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
状
況
が
女
性
の
就
業
を
後
押
し
す
る

意
識
に
つ
な
が
つ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

ρal o4ぅ。マ7T―暉

だ
と
の
見
方
は
少
数
派
だ
。　
〓
迷
惑
」
、女
性
で
「価
値
観
」

し
か
し
、

「育
児
を
分
担

ぃが
多
い
。
男
性
申
心
の
社
会

す
る
た
め
に
、
夫
は
し
ば
ら

一
の
姿
が
透
け
て
み
え
る
。

く
仕
事
を
体
む
べ
き
だ
と
思

．

■
「男
女
分
業
」
に
否
定
的

内
閣
府
の

「世
界
青
年
意
識
調
査
」

（十
八
―
二
十
四
歳
が
対
象
）
に
よ
れ

ば
、
｝旨
」
四
半
世
紀
で
家
庭
、
友
人
、

地
域
へ
の
満
足
度
や
愛
着
が
高
ま
つ
て

い
る
。
し
か
し
社
会
へ
の
満
足
度
は

一

九
八
八
年
を
ピ
ー
ク
に

一
貫
し
て
低

下
、
不
満
度
も
同
年
を
底
に
上
昇
中
だ
。

男
女
の
役
割
分
業
は
ほ
ぼ

一
貫
し
て
肯

定
派
が
減
り
、
最
大
の
世
代
間
ギ
ャ
ッ

プ
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

Ъ00%ら rt{
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本社全国世論調査

■女性も外で働くべきか…

そう思う そうは思わない

■育児のために
夫は仕事を…

(数字|よ0/o。「その他・答えない」は省略)

腱
鳳
↓

働
目
↓

卜貸彗
だ

チ曇[―寺
い

群   凛ぽ轟嵐|=楡轟職:鰐
四半世紀での変化  ,

「男は外で働き、女は家庭を守る」という意見に

わからない 賛成 わからない  賛成
|
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「男女共同参画基本計画J(2000年 12月策定)

4 轟山漁村におIする男女共同参画0確立|‐ ‐       .■ ―
(1)あ らゆる場における意識と行動の変革        F
(2)政策 :方針決定過程への女性の参画の拡大
(3)女性の経済的地位の向上と就業条件・環境の整備     |
,(4)‡性が住みやすく活動しやすぃ環境づくり
(5)高齢者が安心して活動し、暮らせる条件の整備

女性は、農業就業人口の6割を占めるなど、農林水産業の重要な担い手であり、経営において果たし

ている役割は極めて大きく、生活の運営や地域社会の維持・活性化にも大きく貢献している。

食料・農業・農村基本法においても「女性の参画の促進」カミ明記されており、女性の社会参画及び経

営参画を促進するため、農山漁村における男女共同参画の確立に向けた総合的な施策の推進に努めるこ

ととする。具体的には、地域の生産 。生活に関するあらゆる方針決定の場において、今後、女性の参画

を飛躍的に高めていくため、各都道府県等の女性の参画目標を踏まえ、関係機関との連携の下、その達

成に向けた体制整備を支援するとともに、啓発活動等を推進する。

また、男女が社会の対等な構成員としてあらゆる活動に参画することが重要であることにかんがみ、

女性の経営における役割を適正に評価するとともに、女性が自らの意思によって経営及びこれに関連す

る活動に参画する機会を確保するための環境整備を進める。

「佐賀県農山漁村男女共同参画推進指針J(2001年策定)

佐賀県では、21世紀の農山漁村・農林水産業の活性化を図る上で、男女が互いにその個性と能力を

発揮し、経営や地域社会に積極的に参画できるような環境づくりを推進していくための基本方向や目

標数値等を示した「佐賀県農山漁村男女共同参画推進指針Jを策定しました。

く基本方向>
ごbづ ち、

2地 域社会活動への主体的な参画

農林水産業の担b｀手である女性が、経営や社

会の構成員として正当に評1面され、持てる力を

十分に発揮していくためには、その参画に抵抗

を感じることのなし`ような社会にすることが重

要です。
そのためには、高いしきたりや慣習 。1貿行を

見直すなど、男景に無理なく家庭と職業・地域

社会活動を両立できる環境づくりを推進します。

4政 策 =方針決定過程への共同参画

1 個人の能力を発揮 した経営参画

これからの農林水産業の振興 。発展を図るた
めには、家族員それぞれの1面1直観 0感性・アイ
デアを経営に取り入れることにより、その質を

高めてい<ことが必要となつてしヽます。
このため、性周Jによる固定的な役害」分担意識
にとらわれることなく、勇景に個人の能力を発
揮しながらバートナーとして主体的に経営参画

できる環境づくりを推進します。

3新 しい農山漁村社会システムづくり

晨林水産業の担い手である女性が、農曲漁村
の良さを実感し、活き活きと活動するためには、

各種会含等において男量に参カロできる新しい地

域社会システムづ<りが必要です。
そのためには、地域の農業振興や活性化に関

する活動へ積極的に参画できるような気運の醸

成とそのための環境づ<りを推進します。
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次の項目に「はいJ「いいえ」で答えてください

1。 朝、妻は夫より早く起きるほうがよい

2.妻は夫の家の墓に入るものだ
3.家事育児は主婦の役割である
4.夫を「主人Jと 呼ぶのは当然だ
5。 妻子を養うのは男の甲斐性である

6。 男は苦しくても弱音を吐いてはいけない

7.男の子は少々けんかをするくらい元気なほうがよい
8.女の子が成績がいいと、つい「この子が男の子だつたらJと思う
9.女の子が本登りをしていたら、「やめなさい」と言う。
10。 父親はいざという時だけ育児に登場すればよい

11.子 どもが 3歳までは母親が育てたほうがよい
12。 子どもが小さいうちは母親は外で働かないほうがよい

13.女性が外で働くのは構わないが、家事がおろそかになるのは好ましくない
14.夫が転勤の時は、妻は退職してついていくべきだ
15.親が倒れたら、女性が退職して看病すべきだ

B日 男の生活自立度チェック (メ ンズ 。センター 伊藤公雄氏作成)
自分のことは、自分でしていますか !

1.ご飯を炊くことができる
2.自 分で飲むお茶は自分で入れている
3。 夕食の材料を一人で揃えることができる

4.よ く一人でスーパーに買い物に行く
5.テキス トなしで作れる料理が 8種類以上ある
6.週に 5度以上、食後の後片付けをしている
7.電気掃除機を使 うことができる
8。 トイレの掃除をよくする

9.フイシャツのボタン付けができる
10.自 分のフイシャツに自分でよくアイロンをかける
11。 人目を気にせずに洗濯物を干すことができる

12,自 分の背広・ネクタイ・靴下・下着がどこにあるか分かる
13.自 分の服は自分で買う

14.自 分が住んでいる地域のゴミ収集の分Ell方法を正確に知っている
15,役所への諸届けはひと通りできる
16.自 治会などの回覧は必ず読む    し
17.地域で今問題になっていることをひとつ以上あげるこ:と ができる
18.会 うと挨拶をする地域の知り合いが10人以上いる
19.仕事関連以外の親しい (現在もよく付き合う)友人が何人かいる
20.自 分なりの趣味をもつている


